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【動機】

我々は酸化・還元反応に興味をもち、塩化鉄の電気分解を行ってみた。その結果、電極付近を境
に溶液の色が明確に2色に分離しているのを発見した。そこで本研究ではこの現象を”2層化”と呼
ぶこととし、2層化の原因を、鉄イオンの形や塩化物イオン濃度、温度変化、鉄イオンの析出量な
どに着目して探究することにより、原因を究明することを目的としている。

【方法】

鉄イオンは2価と3価の形をとりやすく、その色は異なっている。よって、どちらの形の鉄イオン
であるかを各種指示薬によって、推定した。本研究では塩化鉄を塩酸水溶液に溶解して、その上
で電気分解を行った。そのため、塩化物イオンの量が関係しているのではないかと考えて、ファ
ヤンス法によって塩化物イオンを定量した。また、２層化の原因をUV-
vis測定を行うことでどの波長域で吸光しているかを測定した。

【結果】

電解後２層化するのは白金電極を使用した際に顕著に起こること、電解後の上層は480-500nmの
吸光帯が大きいこと、電気分解後の上層は下層に比べ20℃ほど温度が高いことなどがわかった。
白金電極と炭素棒電極を用いた電気分解では炭素棒よりも白金電極の方が陰極で析出する鉄が約
８倍多くなることがわかった。また塩化鉄塩酸水溶液の可逆的サーモクロミズムが起こることを
発見した。

【まとめ】

2層化の上層は480-500nmの光を吸収しその補色である橙色がみえている。橙色の原因は３価鉄イ
オン加水分解によって生じるヒドロキソ錯体によるものであると考える。炭素棒で２層化現象が
みられないのは鉄が再溶解することで2価鉄イオンが上層に多く生じ、３価鉄イオンが少なくなる
ことに起因する。また白金電極使用時に磁石を用いて析出した金属鉄を上層にとどめた状態で電
気分解を行うと2層化が見られないことをを確認した。

【展望】



我々の研究では温度の変化によって可逆的に色が変わることに加え、電気分解によって鉄イオン
の価数をコントールすることにつながる。そこで、温度を変化させることにより、任意のタイミ
ングで熱を加えることで光を吸収するガラスや、簡易的な温度測定機への利用、メッキやエッジ
ングなどの分野で応用が可能だと考えている。
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